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図１．看護学部FDの流れ
良かったと回答していた。
２．自由記述の内容
以下，【　】カテゴリ−，「　」サブカテゴリ−，＜　＞
コ−ドで示す。
自由記述の内容は，32コ−ド，「研修で学んだ内容」「研
究方法の理解」「研修の活用方法」「研究方法の修得の困
難さ」「今後の研修への課題」の5サブカテゴリ−，【充実
した研修】【研修をとおした今後の課題】の2カテゴリ−が
抽出された（表１）。
１）【充実した研修】
「研修で学んだ内容」では，＜2日間は大変だったけど，
とても充実していた＞＜今回，根拠を持ち学べたのでその
効果を実感した＞など指導講師を迎え，具体的な指導を受
け，充実した研修として挙げられていた。
「研究方法の理解」では，＜この研修方法に慣れていく
ことが大切である＞＜今後，研修を深め，さらに理解した
い＞＜初めてKJ法に触れて，少し質的研究が理解できた＞
など体験的に学べ，研究方法の理解が深まったことを挙げ
ていた。
「研修の活用方法」では，＜実習のまとめに活用してい
きたい＞＜授業やゼミに活用していきたい＞など具体的
な活用方法を挙げていた。
２）【研修をとおした今後の課題】
「研究方法の修得の困難さ」では，＜自分自身のスキル
としてはまだ十分でない＞＜短時間の中で分類していく
のが難しかった＞など研究方法の修得に向けて困難さを
挙げていた。
「今後の研修への課題」では，＜すぐに活用できないが
きっかけをつかみたい＞＜忘れないうちにトレーニング
をつみたい＞など今後の課題を挙げていた。
Ⅴ．考察
2015年度のFDとしてKJ法の指導講師を迎えて2日間の
研修を実施した。以前に学修体験がある人，今回初めて体
験する人と経験は様々であった。体験的に学修する過程
は，教員も院生も充実していたとの感想であった。
実際のデ−タを使用し分析していく過程は，＜初めてKJ
法に触れて，少し質的研究が理解できた＞などの「研究方
法の理解」が深まり，演習の段階ごとに講師から一人ひと
りに対するアドバイスを受けることで，具体的に分析スキ
ルを修得していく機会になったと考える。
今回，使用したデ−タは，初年次教育で提出されたレポ
ート記録を研修用に加工して準備し，分析した。そのため，
学生の教育効果等の分析において，今後の指導に活用でき
る学びが得られたと考える。看護基礎教育課程では，学生
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図２．研修の参加者の充実度
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表１．参加者の自由記述
2015年度看護学部FD「質的統合法（KJ法）研修会」報告
の学びを分析していく過程として記録物の分析から行わ
れることが多い。分析過程では，知識の確認だけでなく，学
びの内容や学修の困難さ等を把握することが必要である。
この分析手法を用いることで，学修プロセスから教育方法
や指導方法の振り返りができ，学生がどの部分でつまずい
ているのか具体的に知る機会となり，授業改善にも繋が
る。今回のFDでも実習での学びや，授業に活用したいなど
今後の教育方法への活用が期待され，研修としては効果的
であった。
また，大学院生では，自身の研究手法への活用と同時に，
社会人学生が臨床の現場での活用の可能性を実感したこ
とは，臨床に根差した研究を進めていく上でも有効であっ
たと考える。
一方，分析過程では，ひと通り手順を踏んで進めていっ
たが，ラベルの迷いなど回数を積み重ねて分析の精度を上
げていくことも必要である。さらに分析過程では，そのデ
−タが意味するものを追及していく基盤も求められる。
このため，今後の課題で取り上げられていたように，実
際のデ−タを用いながら分析を繰り返していくことと，必
要なアドバイスを受けながら研究を進める研修体制の充
実を図る必要がある。研修中は，研修メンバ−同士の意見
交換の場になり，お互いがアドバイスを行える関係づくり
としても体験的に学ぶ研修は有効であった。
また，KJ法の修得により，新たな研究方法の展開を通し
て看護教育，地域医療の課題把握など幅広く活用でき，問
題解決への取り組みの一助になると期待される。
今後の課題として引き続き研修を継続し，研究方法の質
の向上に繋がる研修体制を整えていきたい。
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